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E ブックがついに離陸？ 

 

酒井 寿紀（Sakai Toshinori） 酒井 IT ビジネス研究所 

 

E ブック普及の障害が解消？ 

3・4 月の本コラムで E ブックを取りあ

げ、その本格的な普及を妨げている主な

問題として、ファイル形式に事実上の標

準が確立していないこと、読める本の種

類が少なすぎること、E ブック専用端末

が必ずしも用意されてないことなどがあ

ると記した。ところが、4 月号の原稿を書

き終わってから、図らずもこれらの問題

の解決に向う製品が米国と日本で立て続

けに 3 件発表された。そこで、今月号で

はその発表内容を紹介し、それが今後のE
ブックの市場にどういう影響を及ぼすか

を見てみたい。 

 

アマゾンの E ブックが iPod でも読め

るように！ 
E ブックの普及を妨げている大きな問

題は、それを扱っている業者ごとにファ

イル形式が異なり、それぞれ専用の端末

またはソフトウェアを使わないと読めな

いことである。 
最近評判のアマゾンの E ブックについ

てもこれは同じで、同社の端末でしか読

むことができなかった。ところが米国で

今年 3 月 4 日に、アップルの iPhone と

iPod Touch でも読めるようになると発表

された。これらの端末に無料のソフトを

インストールすると、アマゾンのサーバ

に蓄えられている購入済みの E ブックを

読むことができる。E ブック端末のキン

ドルで読みかけた本の続きを iPodで読む

ことができ、その続きをまたキンドルで

読める。こうして、自宅のソファで読む

ときはキンドルを使い、通勤電車の中で

は iPhone を使うというように、時と場合

に応じて端末を使い分けられるようにな

る。 
そしてこの発表は、E ブックと端末が

別の企業から提供されるようになること

を意味する。アマゾンは、iPhone や iPod 
Touch がキンドルと競合することはあま

りなく、むしろ補完することによって E
ブックの拡販が図れると考えたのだろう。

アマゾンはもともと印刷物の本の販売か

らスタートした。したがって、E ブック

の時代になって印刷物の本が減少したと

き、自社にとっては E ブック用端末より

E ブック自身の販売の方がより重要と考

えるのは当然である。E ブックのユーザ

ーは端末の品揃えの多様化を望んでおり、

アマゾンは今後も他社の力の活用を進め

るのではなかろうか。 
 

ソニーのEブック端末でグーグルのE
ブックが読めるように！ 

グーグルは 2004 年以来、大学などの図

書館の書籍を片っ端から機械で読み取っ

て、書籍のデータベースを構築してきた。

そして書籍の検索サービスを提供すると

ともに、著作権が切れた本については、

PDF ファイルによって全文を読めるよう

にしている。しかし、PDF ファイルでは、

画面が小さい E ブック端末では読みにく

く、また、メモの記入や栞の挿入などの

機能も使えないため不便である。 
ところが米国で 3 月 19 日に、このグー

グルの書籍のうち著作権が切れた50万冊
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が、EPUB というファイル形式で、ソニ

ーの E ブック端末で読めるようになると

発 表 さ れ た 。 EPUB は IDPF (The 
International Digital Publishing 
Forum)という業界団体が定めた E ブッ

クのファイル形式で、すでにかなりの E
ブックがこの形式で出版され、パソコン

やソニーの端末で読める。 
今回の発表で、ソニーの端末で読めるE

ブックは 10 万冊から一挙に 60 万冊に増

えるという。これによって、E ブックで

読める本が限られるという今までの問題

がかなり改善される。 
グーグルは、著作権が生きている本も

含めて、すでに 700 万冊以上の本のデー

タベースを構築済みで、現在これをさら

に拡充中である。また、同社は昨年 10 月

に著作権者の団体と契約を結び、1 億

2,500 万ドルで著作権が生きている絶版

の本を読めるようにする権利を獲得した。

したがって、ソニーの端末で読める本の

数は今後さらに大幅に増大することが見

込まれる。 
 

富士通フロンテックが E ブック端末

を発売！ 

日本の E ブックには、XMDF やドット

ブックというファイル形式のものがある

が、両者とも一般のパソコンやスマート

フォンで読むようになっていて、E ブッ

ク専用の端末は用意されていない。した

がって、自宅の居間でくつろいだ格好で

読みたいときや、旅行先で読むときは不

便だった。 
ところが、3 月 18 日に富士通フロンテ

ックが「FLEPia（フレッピア）」という

両ファイル形式に対応した端末を発売し

た。その画面は 8 インチ（約 20cm）と、

他の E ブック端末より大きくて単行本の

ほぼ 1 ページ分を表示でき、また、カラ

ー表示のためマンガなどにも適している。

価格が 9 万 9,750 円と高いのが難点だが、

これによってXMDFやドットブックのE
ブックを専用端末で読む道が開かれた。 

もっと安い E ブック端末が日本でも出

現することが望まれる一方、英語圏の E
ブック端末の市場でもこういうカラーの

大画面の端末に対するニーズがあると思

われる。 
◇  ◇  ◇ 

このように、最近本コラムで指摘したE
ブックの普及を妨げている問題が解消に

向う兆候が次々と現れた。今回発表され

た製品の関係者も、これらの問題の解決

に対する潜在的ニーズを感じ、そこに商

機を見たのだろう。今回の一連の発表は

問題解決の一歩に過ぎないが、これがき

っかけとなって E ブックの本格的な普及

が始まることを期待したい。

 


